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バイバイ・ラブ (1995)
BYE BYE LOVE

メディア 映画

ジャンル コメディ 

製作国 アメリカ

時間 106分

公開情報 劇場未公開・ビデオ発売

【解説】
　かなりの出来のホーム・コメディなのだが、キャストの地味さゆえにか未公開に終わった全米トップ
１０ヒット作品。エヴァリー・ブラザースのタイトル曲に乗って、わが子を思うバツイチ同士の男たち
の友情と、それを取り巻くさまざまの人間模様が軽快に描かれる。
　エリート・サラリーマンのモディーン、自動車教習官のクエイド、不動産屋のライザーは高校以来の
腐れ縁。揃って離婚経験者で週末だけのパパ業を不満に思っているが、今日もマクドナルドに集って、
子供たちをお迎え。スケジュールはびっちりだ。プレイボーイのモディーンは、娘の所属する野球のミ
ニゲーム・チームの試合を応援する母親連に片っ端から声をかけ、それが一斉に手料理持参で水入らず
の家に押しかけたものだから婚約者の顰蹙を買う。クエイドはブラインド・デートの相手で口から先に
生まれたようなＪ・ガロファロー（快演！）にすっかり圧倒される。また彼は、セラピストがＤＪの離
婚者向け番組が癪の種で、ついにはラジオ局ジャックに走る。ライザーは多感な時期を迎えた中学生の
長女にどう接してよいか分からず悩み、別れた妻に思いを残しつつもモディーンの前妻と恋仲にな
る……といったエピソードに、彼らのサロンと化すマクドナルドで老年再雇用政策で働くようになった
やもめ老人とバイト高校生の友情物語（それだけで一本になるほど魅力的）をうまく綾なしたのが功を
奏しており、思わぬ拾い物をした気分になった。

【クレジット】
監督 サム・ワイズマン Sam Weisman

製作 サム・ワイズマン Sam Weisman

ゲイリー・デヴィッド・ゴールドバーグ Gary David Goldberg

ブラッド・ホール Brad Hall

脚本 ブラッド・ホール Brad Hall

ゲイリー・デヴィッド・ゴールドバーグ Gary David Goldberg

撮影 ケネス・ザンダー Kenneth Zunder

出演 マシュー・モディーン Matthew Modine

ランディ・クエイド Randy Quaid

ポール・ライザー Paul Reiser

マリア・ピティロ Maria Pitillo

エイミー・ブレネマン Amy Brenneman

ジャニーン・ガロファロー Janeane Garofalo

エド・フランダース Ed Flanders

ジョニー・ホイットワース Johnny Whitworth

ダニー・マスターソン Danny Masterson

ジェイン・ブルック Jayne Brook


